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 Ｑ－ニュースで「東証プライム」という言葉を聞きました。新たな市場ができるのでしょうか？ 

 Ａ－プライムは東京証券取引所の再編で

誕生する新しい区分の一つです。現在は

「１部」「２部」と新興企業向けの「ジャ

スダック」「マザーズ」の４区分ですが、

４月４日からは「プライム」「スタンダー

ド」「グロース」の３区分に変わります。

このうち、プライムは上場基準が厳しい最

上位です。これまで１部上場は「一流企業

の証し」でしたが、今春からはプライム上

場に置き換わることになりそうです。 

 

 Ｑ－なぜ市場区分を変えるの？ 

 Ａ－日本の最上位市場としては、東証１部の質が低下していることが理由の一つと言われま

す。再編で、プライム上場にこれまでよりも厳しい基準を設け、国内外の多くの投資家から支持

を得られるようにすることを目指しています。 

 

 Ｑ－上場企業にとっては、どんな影響があるの。 

 Ａ－株式市場で売り買いされる「流通株式」を増やそうとする動きが上場企業の間で活発化し

そうです。なぜなら、プライム上場維持基準の一つである流通株式の時価総額は「１００億円以

上」と、東証１部の「５億円以上」から大幅に引き上げられます。流通株式比率も従来の５％以

上から、３５％以上へ厳格化されます。このため関係のある企業同士が互いに株式を保有する

「持ち合い」の解消や、経営者の持ち株売却などが進み、流通株式数を積極的に増やす動きが進

むと考えられます。このほかにもいくつもの基準の見直しがあり、企業の行動に変化をもたらす

ことでしょう。 

 

 Ｑ－県内の企業は市場再編でどうなるのかな。 

 Ａ－県内の上場企業３１社のうち２０社がプライム市場に移行します。プライム市場には海外

の投資家も対象とするグローバル企業が多く、国内や地域に重点に置く県内企業の中にはスタン

ダード市場を積極的に選ぶ動きも見られました。 

 

 Ｑ－いずれにしても、上場企業の株を持っていない人には関係なさそうだね。 

 Ａ－そんなことはありませんよ。株式の時価総額が小さい上場企業の経営者は、上場維持の要

件を満たすため企業価値を高める努力に一層注力することになります。私たちの生活に役立つ商

品やサービスが生まれ、経済が活性化されることが期待できそうですね。 

（北陸経済研究所の辻野秀信が解説しました。） 

東証プライムって？ 

ペントアップ需要って？ 

 

◆再編市場の最上位区分 


